
(57)【要約】

【課題】ウォータージェット推進船の針路変更を、舵角

の大小に拘らず迅速，容易，正確，かつ効率的に行い得

るようになし、操船性能を向上させる。

【解決手段】ウォータージェット推進船の船尾両舷にフ

ラップを搭載し、舵角に応じて操舵器を介したウォータ

ージェット推進器のノズルとフラップによる方向変換操

作とを使い分け両者を合理的に併用して針路変更を行

う。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】船尾両舷にフラップを搭載し、ウォーター

ジェット推進器のノズルと前記フラップによる方向変換

操作を、操舵器を介して行うようになしたことを特徴と

するウォータージェット推進船の操縦方法。

【請求項２】船尾両舷に搭載したフラップとウォーター

ジェット推進器とを操舵器に連繋接続せしめてなり、操

舵器を介して前記とウォータージェット推進器のノズル

とフラップによる方向変換操作を行うようになしたこと

を特徴とするウォータージェット推進船の操縦装置。

【請求項３】船尾両舷にフラップを搭載し、ウォーター

ジェット推進器のノズルとフラップによる方向変換操作

を、コンパスやＧＰＳ等の針路及び位置指示器よりの針

路情報に基づき操舵器と制御盤を介して自動的に行うよ

うになしたことを特徴とするウォータージェット推進船

の操縦方法。

【請求項４】操舵器と、航路設定器と、コンパス，ＧＰ

Ｓ等の針路及び位置指示器とをコンピュータよりなる制

御盤に電気的に接続するとともに、この制御盤を船尾両

舷に搭載したフラップとウォータージェット推進器に電

気的に接続せしめてなり、前記針路及び位置指示器より

の針路情報に基づき操舵器と制御盤を介して前記ウォー

タージェット推進器のノズルとフラップによる方向変換

操作を自動的に行い得るようになしたことを特徴とする

ウォータージェット推進船の操縦装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明が属する技術分野】本発明は、船尾両舷にフラッ

プを搭載してウォータージェット推進器のノズルとフラ

ップによる方向変換操作とを併用し両者を舵角に応じて

合理的に使い分けることにより従来に比し舵角の大小に

拘らず針路変更を容易且つ効率的に行い得るとともに，

針路変更に伴う推進力の減少を低下させることができ，

操船性能を向上させることができるウォータージェット

推進船の操縦方法と操縦装置に関するものである。

【０００２】

【従来の技術】一般にウォータージェット推進船は、ウ

ォータージェット推進器のノズルの向きを左右に変える

ことにより針路変更を行っている。　そして、ウォータ

ージェット推進器の特性として、ノズルの向きを小さな

角度で変更しても船の針路の修正を行うことはできず、

また，ノズルの向きを変えることに伴いウォータージェ

ット推進器より噴出される水流がノズルに触れる時間が

長くなる程推進エネルギーの損失となり推進力の減少を

招くこととなる。　従って，従来においては舵角の大き

な針路変更の場合には問題がないが、舵角の小さな針路

変更を行う場合には、比較的大きな舵角を短時間とり，

直ぐにノズルの向きを中立位置に戻すという操作を何度

も繰り返すことにより針路変更を行っていた。そのた

め、とりわけ舵角の小さな針路変更に困難性が伴い、い

きおい目標針路へ船を迅速かつ正確に方向変換する操船

性能に優れなかった。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は、ウォ

ータージェット推進器のノズルとフラップによる方向変

換操作とを舵角に応じて使い分け両者を合理的に併用す

ることにより、従来技術の有する難点を解消し、舵角の

大小に拘らず針路変更を容易かつ効率的に行うことがで

き、針路変更に伴う推進力の減少を極力無くし、目標針

路へ船を迅速かつ正確に方向変換する操船性能に優れる

ウォータージェット推進船の操縦方法と操縦装置を提供

することを目的とする。

【０００４】

【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため

に本発明は、ウォータージェット推進船の船尾両舷にフ

ラップを搭載し、操舵器を介したウォータージェット推

進器のノズルとフラップによる方向変換操作とを舵角に

応じて使い分け両者を合理的に併用することにより舵角

の大小に拘らず針路変更を容易かつ効率的に行い得るよ

うになしたことを特徴とする。

【０００５】船尾両舷に搭載したフラップとウォーター

ジェット推進器は操舵器に連繋接続せしめており、大偏

角の針路変更の際には、従来どおり大偏角の変針に優位

な操舵器を介してウォータージェット推進器のノズルの

向きを左右方向に変更することにより行う。これに対し

小偏角の針路変更の際には、従来と異なり小偏角の変針

に優位な操舵器を介したフラップによる方向変換操作に

て船体に横向き傾斜を与え船体の回頭をなすことにより

行う。

【０００６】ウォータージェット推進器のノズルとフラ

ップによる方向変換操作とを舵角に応じて使い分け両者

を合理的に併用することによりウォータージェット推進

船の針路変更を舵角の大小に拘らず容易かつ効率的に行

い得る，従って目標針路へ船を迅速かつ正確に方向変換

する操船性能が向上することから、操舵器と、航路設定

器と、コンパス，ＧＰＳ等の針路及び位置指示器とをコ

ンピュータよりなる制御盤に電気的に接続するととも

に、この制御盤を船尾両舷に搭載したフラップとウォー

タージェット推進器に電気的に接続せしめることによっ

て、前記針路及び位置指示器よりの針路情報に基づき操

舵器と制御盤を介して前記フラップとウォータージェッ

ト推進器のノズルの方向変換操作を自動的に行い得るよ

うになす、即ちウォータージェット推進船の自動操縦を

可能となし更に操船性能を向上させる場合がある。

【０００７】

【発明の実施の形態】別紙図面の図１及び図２に基づい

て，本発明実施の形態の一例について説明する。

【０００８】図１は、本発明実施の形態の一例に係るウ

ォータージェット推進船の操縦装置の外観配置図で、ウ

ォータージェット推進船の船尾１中央部にウォータージ
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ェット推進器２がそのノズルを左右方向に回動可能に配

設されており、船尾１の両舷には翼板を上下方向に回動

可能に配設されたフラップ３，３が搭載されている。ウ

ォータージェット推進器２及びフラップ３，３は、図２

に示されるように操舵器４に連繋接続されている。　そ

の連繋接続手段は、操舵器４より電気或いは油圧信号に

よって操作する等通常の連繋接続手段を用いる。

【０００９】舵角の大きな大偏角の針路変更を行う際に

は、従来どおりその変針に優位なウォータージェット推

進器２のノズルの向きの変更にて行う。　即ち，操舵器

４を介してウォータージェット推進器２のノズルの向き

を左右いずれかの方向に変える。　これに対し舵角の小

さな小偏角の針路変更の際には、その変針に優位な船尾

に搭載したフラップ３，３による方向変換を用いる。　

即ち，船尾１の両舷に搭載したいずれか一方のフラップ

３を操舵器４を介して下降させることにより、船体に横

向き傾斜を誘発させ、もって船体を回頭させることによ

って行う。

【００１０】図２は、前記ウォータージェット推進器の

ノズル及び船尾搭載のフラップによる方向変換操作を自

動的に行う，即ちウォータージェット推進船の自動操縦

装置の一例を示す接続図である。　４は操舵器、５は航

路設定器、６はコンパス，ＧＰＳ等の針路・位置指示器

であり、これらはコンピュータよりなる制御盤７に電気

的に接続されている。　また制御盤７は、前記のウォー

タージェット推進器２及び船尾両舷に搭載のフラップ

３，３に電気的に接続されている。従って，ウォーター

ジェット推進器２のノズルとフラップ３，３の方向変換

操作は、コンパス，ＧＰＳ等の針路及び位置指示器６に

よる針路情報に基づき、操舵器４と制御盤７を介して自

動的に行われる。

【００１１】上記実施形態においては、舵角の大小によ

りウォータージェット推進器２のノズルとフラップ３，

３による方向変換操作とを使い分け、とりわけ小偏角の

針路変更においては、いずれか一方のフラップ３のみを

下降させて船体に横傾斜を与え船体の回頭させて行う場

合を示したが、必ずしもこれに限らず、その際場合によ

っては一方のフラップのみならず他方のフラップの回動

或いはウォータージェット推進器のノズルの小刻みな向

きの変更を連動させることもある。

【００１２】

【発明の効果】本発明は上記の構成となしたので、上述

の従来技術の諸難点を解消し、次の特有の効果を奏す

る。

【００１３】請求項１及び２に係る発明においては、舵

角の大小に応じてウォータージェット推進器のノズルと

船尾に搭載したフラップによる方向変換操作とを使い分

け両者を合理的に併用することにより針路変更をなすよ

うにしたので、従来ウォータージェット推進器のノズル

の方向変換では困難であった小偏角の針路変更を船体に

横傾斜を与えて微小な方位角の修正に適するフラップに

よる方向変換操作により迅速，容易，正確かつ効率的に

行うことができ、目標針路へ船を迅速かつ正確に方向変

換する操船性能を向上させることができる。そしてそれ

に伴い，従来と異なり小偏角の針路変更の際に噴出され

るジェット水流が向きの変わったノズルに長時間触れる

ことによりジェット推進エネルギーの減少を招くという

弊害を極力無くすことができる。

【００１４】請求項３及び４に係る発明においては、ウ

ォータージェット推進器のノズルとフラップの方向変換

操作との合理的な併用で針路変更をなすことにより操船

性能が従来に比し向上されることと相まって、ウォータ

ージェット推進器のノズルとフラップの方向変換操作を

コンパスやＧＰＳ等の針路及び位置指示器よりの針路情

報に基づき操舵器と制御盤を介して自動的に行うように

なしたので、目標針路への方位角の修正変更を一層迅

速，容易，正確かつ効率的に行うことができ、操船性能

の更なる向上に寄与する。

【図面の簡単な説明】

【図１】　本発明実施の形態の一例に係るウォータージ

ェット推進船の操縦装置の外観配置図である。

【図２】　同上の操縦装置におけるウォータージェット

推進器のノズルとフラップによる方向変換操作を自動的

に行うようになした自動操縦装置の接続図である。

【符号の説明】

１　　ウォータージェット推進船の船尾

２　　ウォータージェット推進器

３　　フラップ

４　　操舵器

５　　航路設定器

６　　コンパス，ＧＰＳ等の針路及び位置指示器

７　　制御盤
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【図１】 【図２】


